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　京丹後市を通る東経135度の子午線塔
は、 網野町の浅茂川と磯を結ぶ府道 665
号沿いにあります。表紙の写真は、子午
線塔付近から海岸線を撮影したもので
す。久美浜～網野～丹後と続く海岸線は、
絶景の続くドライブコース。家族みんな
で、ぜひお出かけください。
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夏休み特別企画

社会見学・体験特集
大人も子どもも楽しめる

社会見学・体験特集
大人も子どもも楽しめる
夏休み特別企画

　「手づくり、ものづくりの楽しさを子
どもたちに味わってほしい」とオーナー
の千田さん。工房には、オリジナルの
ロボットや自動車、恐竜、アニメの主
人公など、千田さんのダンボール作品
が所狭しと並んでいます。ぜひ、自分
の目で見てその迫力や繊細さなどを感
じてください。
　ミニロボットの組み立てキットは夏
休みの工作におススメ。本物さながら
の戦国甲冑や約半年間かけて製作した
オートバイは必見 !！工房見学は、事前
に電話で連絡してください。

じてください。
　ミニロボットの組み立てキットは夏　ミニロボットの組み立てキットは夏
休みの工作におススメ。本物さながら休みの工作におススメ。本物さながら
の戦国甲冑や約半年間かけて製作した
オートバイは必見 !！工房見学は、事前

迫力満点！

　ぜんぶダン
ボールです！

あそびにきてねー

ダンボールアート見学＆
ミニロボット組み立て体験
ダンボールアート見学＆
ミニロボット組み立て体験
【株式会社ジー・シー・ピー
夢形エンジニア 千田雅彦】

￥ 見学無料。ミニロボット組み立て（キット代）
1,800円。定員 10人いずれも要予約　営 ９：30
～ 19：00　休 日曜日・祝日　所 大宮町周枳
電 68-0269

　生地を丸く伸ばすところから始めるピザづくり体験。「そ
ら」自慢のジャージー牛乳から作られたモッツァレラチー
ズと自家製バジルでマルゲリータを作ろう！焼き上げたピ
ザはその場で食べられます。バターづくりもどうぞ！

本格石釜で焼き上げ
る！

お
い
し
い
ピ
ザ

つ
く
り
ま
し
ょ
う

体験時間：ピザ…約 15分 、バター…約 30分
￥ ピザ：1,500円／人 ※土日、祝日のみ。
バター：500円／人（いずれも３人以上要予約） 
営 10：00～ 17：00 休 木曜日
住 久美浜町神崎 電 83-1617

ピザづくり・バターづくり体験ピザづくり・バターづくり体験
【丹後ジャージー牧場ミルク工房そら】

いっぱいあるよ！

　8月いっぱいまで、ブルーベリーの摘み取り体験ができ
ます。それぞれ甘味や酸味、色や大きさが違います。

ブルーベリー摘み取り体験ブルーベリー摘み取り体験
【ファームガーデン空

そら

詩
し

土
ど

】

体験時間：午前中のみ　￥ 500円～（要予約） 　休 不定休 所 網野町島津
電 090-3655-4854（受付時間 8：00～ 19：00）電 090-3655-4854（受付時間 8：00～ 19：00）

20種類のブルーベリー。

桃・ブドウは 8月！梨は９月！

￥ 桃狩り：大人 1,785円・小人 1,428円、ブドウ狩り：大人 1,575円・小人 1,260円、
梨狩り：大人 1,260円・小人 1,008円（いずれも要予約） 営 9：30～ 17：00 休 不定
休 所 弥栄町木橋 電 65-4192

　旬の桃やブドウ、梨のくだもの狩りができ、園内食べ放題です。
スタッフからくだものの生育や栽培方法についても聞けるかも！？

くだもの狩り・収穫体験くだもの狩り・収穫体験
【フルーツ王国やさか】

　薄口、濃口など数種類の醤油の味比べができるほか、本
醸造醤油の一升瓶に自作のラベルを貼って、オリジナル醤
油を持ち帰れます。カフェが併設されており、キッズルー
ムもあるので親子で楽しめます。

営 10：00～ 19：00（カフェは 15：00まで）  
￥ 見学無料（要予約） 休 月曜日（祝日の場合は
翌日）所 弥栄町和田野 電 65-2405

オリジナルラベルを貼って

　　　ひと味違うプレゼン
ト！

醤油醸造所見学醤油醸造所見学
【だいまるしょうゆ】

子ども向け　　大人向け　　親子向け　￥…料金　営…営業時間　休…休業日　所…所在地　電…電話番号



　ゆったりとした時間が流れるスタジオで、アクセサリーや
絵皿、万華鏡、ステンドグラスフォトスタンドなどオリジナ
ルのガラス細工が作れます。ルのガラス細工が作れます。ルのガラス細工が作れます。

親子で楽しく

　　　ガラス細工作り

￥ アクセサリー小物 1点 1,000円、絵皿・スタンドパネ
ルなど 2,300円、ステンドグラスなど 2,800円※子ども
は 500円引き（要予約） 営 10：00～ 17：00 休 不定休 
所 久美浜町一分 電 83-1429

ガラス工芸体験ガラス工芸体験
【ガラススタジオ来

らい

夢
む

】

４2013.082013.08５

せかいにひとつだけ

時 10時 30分～、13時 30分～、15時 30分～　￥ 無料（定
員 27人・要予約。５人以上で受け付け※希望日の３日前まで）
休 年末年始　所 丹後町間人（市役所丹後庁舎内）
電 69-0714

　楽しく宇宙体験ができるプラネタリウムをはじめ、
星座や太陽の動きについて学ぶ学習プログラムなど、
全 25のメニューを用意。この中から好きな映像を選
択して見ることができます。

夜空を彩る
　満天の星たち

宇宙の映像図書館宇宙の映像図書館
【星空体験学習室 童夢（ドーム）】

丹後のソウルフードを

　　　　　学び、味わう！

　地元のおとめ塾のメンバーが、丹後を代表する郷土料理「ば
ら寿司」づくりを伝授します。ばら寿司最大の特徴である、
サバを使った“そぼろ”の炒り方を中心に手ほどき。錦糸玉
子やかまぼこなどの盛り付けも楽しめます。料理体験後はば
ら寿司を試食。さらに、地元の祭りやイベントには欠かせな
い、常吉のうどんやデザートなどうれしい特典付き。

体験時間：約３時間（昼食時間含む）　
￥ 2,500円（定員 20人・要予約）　営 10：00～ 18：00
休 毎週火曜日（祝日の場合は翌日）
所 大宮町上常吉　電 68-1819

ばら寿司づくり体験ばら寿司づくり体験
【つねよし百貨店】

　杉などの木材を使い、椅子やテーブルなどさまざま
な作品が作れます。材料は専用キットになっているの
で、子どもや初心者の方でも安心です。
￥ 材料費 300円～ 2,700円（制作品によって異なる）工具使
用料含む（予約不要）　営 9：00～ 17：00　休 木曜日　　　
所 峰山町五箇　電 62-5670

木工体験木工体験
【峰山林業総合センター
「ウッディいさなご」】

椅子やテーブルを手作り

　丹後の米と水を使った清酒の数々を利き酒でお楽し
みください。また、10人以上で予約すれば、酒蔵見学
もできます。（車の運転手の利き酒はご遠慮ください）
体験時間：酒蔵見学約 15分　￥ 無料（酒蔵見学は 10人以上、
要予約）　営 ９：00～ 17：00　休 年末・年始 
所 久美浜町甲山　電 82-0071

利き酒体験
　＆酒蔵見学
利き酒体験
　＆酒蔵見学
【木下酒造有限会社（玉川）】

自慢の清酒を利き酒で

海蔵寺座禅体験海
かい

蔵
ぞう

寺
じ

座禅体験
【琴引浜鳴き砂文化館】

　琴引浜の近くにある海蔵寺で座禅を組み、自分と向
き合いましょう。座禅の後は、住職の話を聞きながら
お茶を飲み、心と体を潤してください。
体験時間：約１時間　時 ６：45　￥ 600円／人（要予約）
所 網野町掛津　電 72-5511

心静かに自分と向
き合う。

　ニジマスが放流されている川で、１人 4匹まで釣る
ことができます。ほかにも、魚つかみ体験、こんにゃ
く作り体験などさまざまな体験メニューがあります。
￥ ニジマス釣り（竿・エサ付）：１回 1,000円（税込）
所 峰山町鱒留　電 62-7720

ニジマス釣り体験ニジマス釣り体験
【天女の里】

大自然に囲まれて
魚釣りを楽しもう！

　あなたも一日限定の漁師になってみませんか？琴引
浜の中央、「太鼓浜・大岩」周辺で、素潜り漁・徒

と

手
しゅ

採
さい

捕
ほ

漁体験ができます。獲れるかどうかはあなたの腕次
第！マナーを守り安全に体験してください。

丹後の海の幸をＧｅｔ！

とれたよー

時 8月 18日（日）まで　￥ 素潜り漁体験：1日 2,500円／人
徒手採捕体験：1日 500円／人　営 ９：00～ 16：00　所 網
野町掛津　電 72-5511

素潜り漁体験素潜り漁体験
【琴引浜鳴き砂文化館】

　丹後建国１３００年記念・夏季企画展示「1300 年前の丹
後～丹後国ができあがったころ～」を開催中（9月 8日まで）。
また、8月 17日は、古代埴輪の制作体験を実施。船形埴輪
を作ります。
　７月２７日（土）、８月４日（日）・１８日（日）・２５日（日）、
９月８日（日）は入館無料です。

▲

￥ 企画展入館料大人 300円・小中学生 150円　
営 9：30～ 16：00　休 火曜日（祝日の場合は翌日）
所 丹後町宮　電 75-2431　
埴輪制作体験（８月17日）講座料金 300円・定員 20人
※申し込みは市文化財保護課（電話 69-0640）

丹後建国 1300年記念企画展示丹後建国 1300年記念企画展示
【丹後古代の里資料館】

９月８日（日）は入館無料です。

古代の埴輪工人の技術体験で

「はにわ」を作ろう！

▲ ▲

子ども向け　　大人向け　　親子向け　￥…料金　営…営業時間　休…休業日　所…所在地　電…電話番号
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まちづくり

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
健
全
な
地
域
社
会
づ
く
り
を
推
進

「
市
青
少
年
健
全
育
成
会
」
発
足

　
本
市
の
青
少
年
に
関
わ
る
機
関

な
ど
36
団
体
が
６
月
24
日
、「
地

域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
り
育
て

る
」
を
基
本
に
、
青
少
年
を
あ
た

た
か
く
見
守
り
、
健
や
か
な
成
長

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
健
全
な

地
域
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
「
京
丹
後
市
青
少
年
健
全
育
成

会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
今
日
、
少
年

非
行
問
題
、
い
じ
め
・
体
罰
の
問

題
、
児
童
虐
待
や
児
童
ポ
ル
ノ
な

ど
青
少
年
が
被
害
者
ま
た
は
加
害

者
と
な
る
事
件
が
後
を
絶
た
な
い

状
況
下
で
、
子
ど
も
た
ち
を
守
ろ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
総
会
で
は
、
規
約
の
制
定
の
ほ

か
各
機
関
や
団
体
間
の
情
報
共
有

や
交
流
な
ど
５
つ
の
重
点
目
標
を

盛
り
込
ん
だ
活
動
方
針
な
ど
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
長
は
、米
田
敦
弘
市
教
育
長
、

副
会
長
は
、
森
将
己
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協

議
会
長
と
松
本
義
雄
久
美
浜
町

地
域
公
民
館
長
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
今
後
毎
月
15
日
、
あ

い
さ
つ
運
動
を
実
施
す
る
ほ
か
、

街
頭
啓
発
や
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
、

親
子
交
流
事
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。
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財政

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
が
成
立

木
質
バ
イ
オ
の
活
用
関
連
に
約
３
億
２
千
万
円
を
追
加

　
６
億
３
４
８
万
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
３
２
０
億
３
４
８
万
円
と
す
る

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）が
、７
月
２
日
の
６
月
定
例
市
議
会
で
可
決
、

成
立
し
ま
し
た
。
森
林
整
備
に
よ
る
木
材
の
搬
出
（
川
上
）、木
材
の
流
通・加
工
（
川
中
）、

木
材
利
用
（
川
下
）
を
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
で
あ
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
本
格
的
に
活
用
し
ま
す
。

委
員
会
を
通
じ
て
、
大
学
の
地

域
課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み
を
教

育
活
動
の
一
環
（
学
生
の
単
位
取

得
）
と
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構

築
し
、
継
続
的
か
つ
戦
略
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
日
、
同
会
の
規
約
や
事
業

計
画
な
ど
が
承
認
さ
れ
、
委
員
長

に
は
中
山
泰
市
長
、
副
委
員
長
に

は
、
富
野
龍
谷
大
学
教
授
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
委
員
長
に
就
任
し

た
中
山
市
長
は
、「
地
域
の
活
性

化
に
は
、『
よ
そ
者
、
若
者
、
ば

か
者
』
が
必
要
。
皆
さ
ん
は
、
そ

の
要
素
を
全
部
持
っ
て
い
る
。
ぜ

ひ
、
新
鮮
で
若
々
し
い
、
奇
想
天

外
な
着
想
と
行
動
力
で
京
丹
後
に

あ
る
ワ
ラ
か
ら
宝
を
創
る
〝
わ
ら

し
べ
長
者
〞
の
物
語
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
大
学
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
、
地
域
課
題
の
解
決
な
ら

び
に
地
域
振
興
に
つ
な
げ
る
取
り

木材の加工施設建設予定地の旧大宮第三小グラウンド

財
政
課☎

６
９
‐
０
１
６
０

清掃活動の様子（久美浜町の葛
か ず ら の

野浜～箱石
浜で）

　年中にぎわう日本一の砂浜海岸づくりの一環として、「ビーチ一斉
クリーン作戦」が６月30日、市内16カ所の海水浴場で行われ、大
勢の地元住民や一般ボランティアなどが、清掃活動に汗を流しました。

環境
きれいな砂浜海岸でレジャーを楽しんで

市民ら２,５００人が「ビーチ一斉クリーン作戦」

　この清掃活動は、日本一の砂浜海
岸づくり実行推進会議（会長・中山
泰市長）が、市の美しい砂浜海岸を
保全するとともに、利活用に向けた
取り組みとして企画。海水浴シーズ
ンを前に、きれいな砂浜や海岸でマ
リンレジャーを楽しんでもらおうと
初めて実施したものです。
　活動には、地元住民ら１,８００人
に加え、地元企業の従業員や一般ボ
ランティア、網野町の八丁浜で開催
された「ビーチサッカー大会」の参

加者など、総勢２,５００人が汗を流
しました。
　参加者は、蒸し暑い天候の中で約
２時間かけて、流木や漁具、ペット
ボトルなどを拾いました。
　同推進会議では、年中にぎわう日
本一の砂浜海岸づくりの実現に向け、
清掃活動のほか、山陰海岸国立公園
の久美浜町の小天橋海岸から網野町
の浜詰海岸までの約８㌔にわたるロ
ングビーチに、遊歩道およびサイク
リングロードの整備を計画。今後は、

区域内に自生する貴重な植物の保護・
保全など自然環境に最大限配慮しな
がら遊歩道などの整備を進めていく
こととしています。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
関
連
事
業 

 

▼
３
億
２
４
７
９
万
円

〈 

川
上 

〉

　

森
林
整
備
（
施
業
路
・
間
伐
）

事
業　
（
１
１
７
９
万
円
）

　

丹
後
地
区
森
林
組
合
が
国
や

京
都
府
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て

行
う
森
林
整
備
を
支
援
す
る
こ
と

で
、木
材
の
搬
出
を
促
進
し
ま
す
。

設立総会の様子（大宮庁舎で）

〈 

川
中 

〉

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
事

業
補
助
金（
１
億
７
８
０
０
万
円
）

　

旧
大
宮
第
三
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
大
宮
町
森
本
）
に
木
材
流
通
お

よ
び
加
工（
木
質
チ
ッ
プ
化
な
ど
）

を
行
う
民
間
会
社
の
施
設
整
備
を

支
援
す
る
こ
と
で
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

〈 

川
下 

〉

　
公
共
温
泉
施
設
へ
の
木
質
ボ
イ

ラ
ー
整
備
事
業（
１
億
３
５
０
０
万

円
）

　
川
上
、
川
中
事
業
か
ら
の
市
内

産
木
材
の
市
内
利
用
を
図
る
と
と

も
に
、
燃
料
費
の
軽
減
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
に
も
効
果
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
浅
茂
川
温
泉
「
静
の

里
」
に
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
を

整
備
し
ま
す
。

移
住
促
進
・
空
き
家
改
修
支
援
事

業
補
助
金
▼
１
２
０
０
万
円

　
地
域
の
団
体
な
ど
が
行
う
移
住

者
の
受
入
組
織
づ
く
り
（
補
助
上

限
50
万
円
）、
空
き
家
改
修
（
同

１
８
０
万
円
）、
空
き
家
の
家
財

撤
去
（
同
10
万
円
）
に
補
助
金
を

交
付
し
、
本
市
へ
の
移
住
促
進
を

図
り
ま
す
。

風
し
ん
予
防
接
種
給
付
費

▼
７
８
０
万
円

　
風
し
ん
の
全
国
的
な
流
行
を
受

け
、
新
生
児
の
風
し
ん
発
生
を
予

防
す
る
た
め
、
19
歳
以
上
の
妊
娠

を
希
望
す
る
女
性
、
ま
た
は
妊
婦

の
配
偶
者
が
６
月
以
降
に
接
種
し

た
予
防
接
種
費
用
の
３
分
の
２
を

給
付
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
広
報
紙
「
京
た
ん
ご
ス

ポ
ー
ツ
」
の
発
行

▼
２
７
１
万
円

　
市
民
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
理
解
と
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
気
運
醸
成
を
は

じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
け
る

新
た
な
観
光
・
交
流
人
口
の
拡
大

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、「
た
ん
ス
ポ
」（
略
称
）
を

９
月
か
ら
隔
月
発
行
し
ま
す
。

　
本
市
の
地
域
が
抱
え
る
少
子
高

齢
化
、
担
い
手
育
成
、
地
域
活
性

化
な
ど
の
課
題
を
５
つ
の
大
学
と

全
市
的
に
連
携
し
、
創
造
的
な
着

眼
と
発
想
に
基
づ
く
持
続
可
能
な

地
域
振
興
に
つ
な
げ
る
た
め
、
実

行
委
員
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
同

自
身
の
考
え
を
発
表
す
る
高
崎
経
済

大
学
の
沼
田
さ
ん
（
写
真
中
央
・
京

丹
後
市
役
所
で
）

　
本
市
が
抱
え
る
地
域
課
題
を
若
者
の
創
造
的
な
ア
イ
デ
ア
で
解
決
し
よ
う
と
７
月
７
日
、「
京

丹
後
市
「
域
学
連
携
」
夢
ま
ち
創
り
実
行
委
員
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
地
域
連
携
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
関
東
・
関
西
の
５
大
学
と
全
市
的
に
連
携
し
て
、
地
域
と
一
緒

に
な
っ
て
地
域
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
既
に
京
丹
後
市
と
連
携
し
て
い
る
５
大
学
と

も
連
携
し
て
い
き
、
市
内
で
合
計
10
大
学
と
夢
の
あ
る
ま
ち
創
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

まちづくり

全
国
10
大
学
と
戦
略
的
な
大
学
連
携
を
推
進

市
「
域
学
連
携
」
夢
ま
ち
創
り
実
行
委
発
足

組
み
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
既
に
本
市
と

連
携
し
て
い
る
５
大
学
と
も

連
携
を
図
り
、
合
わ
せ
て
10

大
学
と
連
携
し
、
夢
の
あ
る

ま
ち
創
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

市
「
域
学
連
携
」
夢
ま
ち

創
り
実
行
委
員
会
の
５
大
学

法
政
大
学
（
東
京
都
）、
高

崎
経
済
大
学
（
群
馬
県
）、
相

愛
大
学
（
大
阪
市
）、
同
志

社
大
学
（
京
都
市
）、
龍
谷

大
学
（
京
都
市
）

　
既
に
連
携
し
て
い
る
５
大
学

慶
応
義
塾
大
学
（
東
京
都
）、

京
都
大
学
（
京
都
市
）、
立
命

館
大
学
（
京
都
市
）、
京
都

工
芸
繊
維
大
学
（
京
都
市
）、

京
都
府
立
大
学
（
京
都
市
）
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役員体制（敬称略）

会 長
会長職務代理者
農地部会長
農地部会長職務代理者
農政部会長
農政部会長職務代理者

梅田　和男
吉岡　茂伸
小石原光男
大下　省三
金久　光男
友松　尚文

大場　耕作（久美浜町土居）

泉　　久男（久美浜町奥馬地）

福田　繁夫（久美浜町尉ヶ畑）

白岩　榮一（久美浜町平田）

友松　尚文（久美浜町友重）

平林　保信（久美浜町甲山）

藪下　久雄（久美浜町河内）

瀬戸　牧男（久美浜町布袋野）

仲村　啓一（久美浜町竹藤）

山副
ぞえ

　孝雄（弥栄町鳥取）

入江　志郎（弥栄町国久）

澤　　幸信（網野町三津）

金羽　廣明（丹後町成願寺）

井上　雅夫（網野町俵野）

小石原　潔（網野町新庄）

永美　安幸（丹後町尾和）

大下　省三（丹後町竹野）

吉岡　茂伸（弥栄町溝谷）

梅田　和男（網野町網野）

藤原　髙志（峰山町久次）

中西　平雄（大宮町周枳）

糸井　泰夫（大宮町三重）

藤村　敏明（峰山町丹波）

谷口　　光（峰山町小西）

岡田　安史（大宮町河辺）

田中　健一（大宮町周枳）

安見　義和（大宮町上常吉）

選挙委員（敬称略・届出順）

　
今
回
の
再
配
置
は
、
市
が
児
童
生
徒
数
の
減
少
や
複

式
学
級
の
解
消
に
対
応
し
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整

え
る
こ
と
を
目

的
に
策
定
し
た

「
学
校
再
配
置
基

本
計
画
」
に
基

づ
く
も
の
。
市

教
育
委
員
会
が
、

▽
拠
点
校
を
間

人
中
と
す
る
▽

再
配
置
の
時
期

を
平
成
26
年
４

月
と
す
る
―
こ

と
な
ど
を
実
施

方
針
に
定
め
、

平
成
23
年
12
月

か
ら
地
域
の
学
校
関
係
者
と
話
し
合
い
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
平
成
24
年
10
月
に
は
、両
校
区
内
の
住
民
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

学
校
関
係
者
な
ど
で
つ
く
る
「
間
人
中
学
校
・
宇
川
中

学
校
の
新
中
学
校
準
備
協
議
会
」（
事
務
局
、
市
教
委
）

が
設
置
さ
れ
、
こ
の
間
、
校
名
や
通
学
支
援
の
在
り
方

な
ど
が
協
議
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
再
配
置
に
向
け
て
両
校
で
は
、
交
流
行
事
や
合
同
部

活
な
ど
生
徒
会
を
中
心
と
し
た
生
徒
同
士
の
交
流
を
深

め
る
取
り
組
み
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

市立学校条例の
一部改正案可決

間
人
中
・
宇
川
中
第
１
回
生
徒
代
表
者

会
議
の
様
子
（
６
月
29
日
、
間
人
中
で
）

　
「
京
丹
後
市
立
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

案
が
、
６
月
定
例
市
議
会
最
終
日
の
７
月
２
日
に
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
丹
後
町
の
間
人
中
学
校
と
宇
川
中
学
校

の
２
中
学
校
を
新
た
に
「
丹
後
中
学
校
」
と
し
て
、
来

年
４
月
１
日
に
再
配
置
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

教育
間人中と宇川中が平成26年４月に再配置

新校名は「丹後中学校」

　
任
期
満
了
に
伴
う
京
丹
後
市
農
業
委
員
の
一
般
選
挙
が
６
月
９
日
に
告
示
さ
れ
、
定
数
30
人
に
対
し
立

候
補
が
30
人
で
あ
っ
た
た
め
、
全
員
が
無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
市
議
会
や
京
都
農
業
協
同
組

合
な
ど
か
ら
の
推
薦
に
よ
る
選
任
委
員
７
人
も
決
定
。７
月
１
日
に
新
委
員
に
よ
る
初
総
会
が
開
催
さ
れ
、

市
農
業
委
員
会
の
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
任
期
は
、平
成
28
年
６
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

農政

７
月
１
日
よ
り
新
体
制
ス
タ
ー
ト

37
人
の
新
し
い
農
業
委
員
決
ま
る

選任委員（敬称略）

【市議会推薦】
小石原光男（峰山町新町）
鴨田　忠司（大宮町上常吉）
米田　春美（丹後町徳光）
川溿　明美（久美浜町湊宮）

【丹後土地改良区推薦】
立
たち

野
の

　　定
さだむ

（網野町郷）

【京都農業協同組合推薦】
金久　光男（弥栄町溝谷）
【丹後地区農業共済組合推薦】
小國幸太郎（久美浜町油池）

　

任
期
満
了
に
伴
う
京
丹
後
市
監

査
委
員
に
東
幹
夫
さ
ん
を
議
会
の

同
意
を
得
て
再
任
し
ま
し
た
。
任

期
は
、
平
成
29
年
６
月
22
日
ま
で

の
４
年
間
で
す
。

（再任）東
あずま

 　幹夫さん

財務

京
丹
後
市
監
査
委
員

東
　
幹
夫
さ
ん
を
再
任

税制

固
定
資
産
課
税
台
帳
登
録
価
格
に
対
す
る
不
服
を
審
査
・
決
定

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
を
選
任

　
京
丹
後
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
市
議

会
の
同
意
を
得
て
、
次
の
６
人
を
選
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
28
年
６
月

３
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

（新任）安達　健介さん （再任）小西　正
まさ

誼
よし

さん （新任）中西　和政さん

（新任）辻田　壽男さん （再任）近藤　三代志さん （再任）小谷　幸市郎さん

（網野町網野） （大宮町口大野） （峰山町菅）

（久美浜町永留） （丹後町間人）（弥栄町黒部）

人事

京
丹
後
市
教
育
委
員
会

委
員
長
に
小
松
慶
三
さ

ん

職
務
代
理
に
文
珠
清
道
さ

ん

委員長職務代理者

（再任）文
もん

珠
じゅ

  清
きよ

道
みち

 さん

委　員　長

（再任）小松  慶
けい

三
ぞう

 さん

（再任）森　益美 さん

　
京
丹
後
市
教
育
委
員
会
委
員
長
に
小
松
慶
三
さ
ん
が
再
任

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
26
年
７
月
７
日
ま
で
の
１
年

間
で
す
。
ま
た
、
委
員
長
職
務
代
理
者
に
は
文
珠
清
道
さ
ん

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
26
年
７
月
２
日
ま
で

の
１
年
間
で
す
。

教
育
委
員
に
森
益
美
さ
ん

　

京
丹
後
市
教
育
委
員
会
教
育

委
員
の
森
益
美
さ
ん
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
市
議
会
の
同
意
を

得
て
再
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
、

平
成
29
年
７
月
７
日
ま
で
の
４

年
間
で
す
。

第１区選挙区 第2区選挙区 第3区選挙区

あけ

嶋田　　記
のり

（峰山町長岡）

野善太郎（峰山町荒山）

　田　仙
せん

雅
が

（弥栄町吉沢）

（峰山町杉谷）

（網野町浜詰）

（弥栄町吉沢）

（丹後町間人）



102013.082013.0811

ガイド

   
８
月
９
日
か
ら
の
「
中
東
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
京
丹
後
」（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
開
催
に
当
た
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
や
中
東
問
題
を
３
回

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
最
終
回
と
な
る
今
月
号
で
は
、
前
月
に
引
き
続
き
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

２
０
０
３
年
当
初
か
ら
関
わ
っ
て
お
ら
れ
る
矢
野
裕
巳
さ
ん
に
、
中
東
和
平
と

日
本
特
有
の
文
化
や
慣
習
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
中
東
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　
　

ｉ
ｎ
京
丹
後
」
開
催
に
向
け
て

　
「C

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ブ

onstructive A

ア
ン
ビ
ギ
ュ
イ
テ
ィ

m
biguity

」
と
い

う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
？
こ
れ
は
、
元

米
国
国
務
長
官
、
ヘ
ン
リ
ー
・
キ
ッ
シ

ン
ジ
ャ
ー
博
士
の
造
語
で
す
が
、「
建
設

的
あ
い
ま
い
さ
」
と
で
も
訳
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
？
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
博
士
は
、

１
９
７
０
年
代
、
第
４
次
中
東
戦
争
停
戦

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

エ
ジ
プ
ト
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
平
和
条
約
締

結
の
た
め
、
両
国
を
往
復
し
た
シ
ャ
ト
ル

外
交
は
、
非
常
に
有
名
で
す
。　

　
 

「
建
設
的
あ
い
ま
い
さ
」
は
、
キ
ッ
シ

ン
ジ
ャ
ー
博
士
が
中
東
外
交
に
従
事
し
て

い
た
頃
に
よ
く
使
わ
れ
た
言
葉
で
す
。
善

か
悪
か
、
ま
た
白
黒
を
は
っ
き
り
さ
せ
る

と
い
う
西
洋
的
、
一
神
教
的
概
念
か
ら
逸

脱
し
た
言
葉
に
思
え
ま
せ
ん
か
？

建
設
的
あ
い
ま
い
さ

NPO法人
大本イスラエル・パレスチナ
平和研究所主任研究員

矢や

野の

　
裕ひ
ろ

巳み 

さ
ん

最終回

　
「
日
本
人
は
物
事
を
は
っ
き
り
と
述
べ
な

い
。
そ
の
こ
と
が
国
際
的
に
大
き
な
誤
解

と
な
っ
て
国
益
を
損
な
っ
て
い
る
」
と
の

話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。「
日
本
人
同
士
で

は
、
あ
い
ま
い
に
し
て
も
分
か
り
あ
え
る

こ
と
も
、
文
化
や
慣
習
の
違
う
外
国
人
と

は
、
は
っ
き
り
と
自
分
の
主
張
を
述
べ
な

け
れ
ば
、
理
解
さ
れ
な
い
」
等
の
主
張
は

特
に
国
際
的
分
野
で
活
躍
す
る
人
た
ち
か

ら
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
私
自
身
、
英
語
通

訳
の
仕
事
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
日

本
人
の
発
言
を
英
語
に
訳
し
な
が
ら
、
こ

の
人
は
果
た
し
て
、
賛
成
な
の
か
、
反
対

な
の
か
理
解
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
あ
る
い
は
、
話
の
最
後
に
な
っ
て
や
っ

ぱ
り
反
対
な
の
だ
と
分
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
は
っ
き
り
と
堂
々
と
常
に
自

己
主
張
す
る
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
議
論
す

れ
ば
、
問
題
は
解
決
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
１
０
０
㌫
の
平
和
的
解
決
が
な
く
、
ど

う
し
よ
う
も
な
い
閉
塞
感
に
行
き
詰
ま
り

日
本
流
玉
虫
色
決
着

招 待 者
　イスラエルの子ども５人（男２、女３）、引率者１人
　パレスチナの子ども５人（男１、女４）、引率者１人
＝ 日 程 ＝
８／９日（金）
　　　 歓迎式典（アグリセンター大宮）
     　  峰山高校生徒歓迎、ブラスバンド部演奏等
　　　 久美浜高校生徒とカヌー、茶道体験（浜公園等）
　　 　久美浜千日会観光祭　～ホームステイ～
１０日（土）
　　　 網野高校生徒と文化交流（琴引浜鳴き砂文化館等）　
　  　　  ホストファミリーと交流
　　　 夕食交流会（丹後あじわいの郷）～ホームステイ～
１１日（日）
　　　 東京へ出発（地元高校生同行）、  東京観光
１２日（月）首相官邸表敬訪問（予定）
１３日（火）成田空港出発

を
感
じ
る
時
、
日
本
流
の
玉
虫
色
の
決
着

が
、
案
外
残
さ
れ
た
紛
争
解
決
の
選
択
肢

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
博
士
は
、
中
東
紛
争

解
決
に
は
欧
米
の
尺
度
だ
け
で
は
解
決
で

き
な
い
事
を
、
現
実
の
外
交
舞
台
か
ら
認

識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
私
は
考
え
ま
す
。

　

ま
も
な
く
、
京
丹
後
に
や
っ
て
く
る
イ

ス
ラ
エ
ル
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
子
ど
も
た
ち

も
、
自
分
た
ち
の
主
張
と
相
手
の
主
張
の

真
ん
中
に
、
お
互
い
の
解
決
案
が
存
在
し

て
い
る
（
日
本
流
の
、
間
を
取
っ
て
解
決
）

と
考
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
た
と
え
時
間

が
か
か
っ
て
も
、
彼
ら
の
成
長
と
と
も
に

案
外
そ
れ
が
、
平
和
へ
の
近
道
と
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

「中東国際交流プロジェクト in京丹後」概要

企画政策課
☎６９‐０１２０

午前

賛
成
？
反
対
？

午前

午後

午後

　本市の市民栄誉賞受賞者で、今年６月12日に亡くなった木村次郎右衞門さん（長
寿世界一・男性史上最長寿）をしのび、市ではお悔やみのメッセージを受け付けま
した。市内外から寄せられた木村さんへの感謝や死去を悔やむメッセージは、市が
直接受け取ったものだけでも36通あり、7月17日に市職員がご家族に届けました。
　
　　　皆さんから寄せられたメッセージをご紹介します (抜粋）

　「心のよりどころを失い、悲しい気持ちでいっぱいです」
　「『苦にするな、嵐のあとに日和あり』このお言葉は私を救ってくれました」
　「木村さんの元気な姿に励まされました」
　「すてきな笑顔をありがとうございました」
　「116 歳 54 日の長い人生の旅路、おつかれさまでした」
　「本当に長い間お疲れ様でした。そして希望をありがとうございました」
　「『生きること』の大切さを教えてくださり、本当にありがとうございました」
　「栄子さん、長年のお世話、大変お疲れさまでした。心優しい義理の孫娘さんに
　恵まれた次郎右衞門さんは、とてつもない幸せ者でいらっしゃいます」

　
木
村
次
郎
右
衞
門
さ
ん　
略
歴

明
治
30
年
４
月
19
日

　
　
誕
生　

明
治
36
年
４
月
１
日

　
　
上
宇
川
尋
常
高
等
小
学
校　
入
学

大
正
３
年
４
月
１
日

　
　
京
都
郵
便
局
通
信
生
養
成
所　
入
所

昭
和
37
年
６
月
30
日

　
　
平
郵
便
局　
退
職

平
成
21
年
６
月
19
日

　
　
男
性
長
寿
日
本
一

平
成
23
年
４
月
14
日

　
　
男
性
長
寿
世
界
一
（
米
国
「
老
人
学

　
　
研
究
団
体
」
発
表
）

平
成
23
年
４
月
19
日

　
　

１
１
４
歳
誕
生
日
・
ギ
ネ
ス
ワ
ー
ル

　
　
ド
レ
コ
ー
ズ
社
が
「
男
性
長
寿
世
界

　
　
一
」
に
認
定

平
成
23
年
９
月
19
日

　
　
京
丹
後
市
市
民
栄
誉
賞
受
賞

平
成
23
年
12
月
２
日

　
　
長
寿
日
本
一

平
成
24
年
10
月
15
日

　
　
ギ
ネ
ス
ワ
ー
ル
ド
レ
コ
ー
ズ
社
が

　
　
「
男
性
長
寿
世
界
一
」
に
再
認
定

　
　
（
１
１
５
歳
と
１
７
９
日
）

平
成
24
年
12
月
17
日

　
　
長
寿
世
界
一
（
米
国
「
老
人
学
研
究

　
　
団
体
」
発
表
）

平
成
24
年
12
月
28
日

　
　

１
１
５
歳
と
２
５
３
日
と
な
り
、
故

　
　
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
モ
ー
テ
ン
セ
ン
さ

　
　
ん
（
デ
ン
マ
ー
ク
）
の
記
録
を
抜
い

　
　
て
男
性
史
上
最
長
寿
に
認
定

平
成
25
年
４
月
19
日

　
　
１
１
６
歳
誕
生
日

木村さんに感謝の声
「生きることの大切さを知った」

▲今年の誕生日に中山市長を笑顔
で出迎える木村さん

「すてきな笑顔をありがとう」

▲平成 23年 9月19日、市民栄
誉賞を受賞された際の賞状（上）
と記念品（下）

▲平成 23 年 4 月 19日、
113 歳の誕生日を迎えた
際の木村さん

▲昨年の誕生日に家族で記念撮影
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初夏の高原を走り抜ける「１０分の１マ
ラソン大会」（いかり高原まつり実行委員
会主催）が７月７日、丹後町の碇高原牧
場で開催されました。同大会は、走ること
を身近に楽しんでもらおうとフルマラソン

（42.195㌔）の１０分の１（４．２１９５㌔）お
よび２０分の１（２.１０９７５㌔）の距離を
設定し、平成元年に企画。もとは間人地区
内で行われていましたが、３年前から、「い
かり高原まつり」に合わせて実施されてい
ます。

当日は、4 部門で４１人が参加し、一面
に広がる緑をバックに健脚を競いました。
10 分の 1 マラソン（男子の部）で優勝し
た西口悠斗君（13）は、「アップダウンの
あるコースで、後半がきつかったです」と
コメント。参加者には、丹後町婦人会特製
の丹後寿司が振る舞われたほか、悪天候の
ため中止となった「いかり高原まつり」の
豪華景品を争う、ジャンケン大会が急きょ
企画され、勝者はステーキ肉 500㌘を獲得
しました。

　京阪神から訪れる観光客をきれいな花で迎えようと、
６月３０日、北近畿タンゴ鉄道丹後大宮駅で環境整備活
動が行われました。この日、市観光協会大宮町支部や市
商工会、京丹後宿おかみさんの会、口大野区、河辺区の
ボランティアなど総勢５５人が、駅のホームにベゴニア、
コリウス、タイタンビカスなど 850 株を植栽しました。
　参加者の田中幸男さんは「丹後大宮駅は京丹後市の
玄関口であり、美しいまちだと感じてもらいたい。沿線
が花いっぱいになればうれしい」とコメント。
　同活動は、市観光協会大宮町支部が中心となり、毎年
この時期に実施されています。

　体
たい

高
こう

（魚の背から腹までの高さ）が高く
味の良いことで知られるアユが生息する弥栄
町の野間川流域で 7 月 14 日、アユ釣りが
解禁されました。市内外から、シーズンを
待ちわびた大勢のアユ釣りファンが訪れ、
久々の当たりを楽しみました。
　解禁時間の午前６時、釣り人たちは思い思いのポイン
トで長尺の竿を並べ、おとりアユのついた釣り糸を川の
中へ。13㌢～20㌢のアユを次々と釣り上げていました。 

　網野教育会館（網野町）で７月 7 日、男女共同参画の
推進を目的に、「男性の料理教室」（市女性連絡協議会主
催）が開かれました。男性 8 人が参加して、子どもや孫と
一緒にランチクッキングに挑戦しました。
　参加者は、食生活改善推進員のメンバーに手ほどきを
受けながら、デコレーション寿司、焼き春巻き、吸い物、
みたらし団子の４品を約２時間かけて作り上げました。子
どもと一緒に参加した戸石進さん（峰山町）は「料理が
苦手で、今まであまり台所に入らなかったが、今後は少しず
つ家事を手伝っていきたい」と話していました。

　新山小学校（峰山町）で 7 月18 日、「非
行防止教室」が開かれ、同校 4 ～６年の児
童 106 人が暴力やいじめ、万引きなどの
防止について学びました。この取り組みは、
児童たちの規範意識を育むことで犯罪を犯
したり、犯罪被害に遭ったりしないように
することを目的に、夏休み前に実施してい
るものです。
　この日は、京都府警ＯＢでスクールサ
ポーターの和田和

わ

作
さく

さんが講師となり、ス
ライドを使って非行防止を説明。「自分がさ
れて傷つかないか、自分の大切な人をがっ
かりさせないかなどを考え、心にブレーキ
を掛けてください」と呼びかけました。
　真

ま

下
しも

翔太君（４年）は「夏休みに入ると
外遊びが多くなるけど、悪いことに巻き込
まれないようにしたい」と話していました。

　久美浜町湊宮の久美浜ぎょそんセン
ター周辺で７月 7 日、「ふるさと海づくり
大会」が開かれ、市内外から約 3,000 人
が来場。丹後の豊かな自然に育まれた海
の魅力を体感しました。
　会場では、トビウオのつみれを入れた「大
漁鍋」の振る舞いや、セリ市体験、ジオパー
クをテーマにした企画展示のほか、手づか
みで魚を捕まえる漁師体験など、さまざま
な催しが行われました。
　７隻の漁船を使って行われた一日船長
体験では、参加者が続々と久美浜湾クルー
ジングに出発。さわやかな風を感じながら
海上ドライブを楽しみました。一日船長に
任命された久美浜小学校６年の金木隆

たか

昌
まさ

くんは「船の上から見る海や久美浜の山
はすごくきれいでした。この美しい自然を
ずっと残していきたいです」と話していま
した。
　記念放流では、久美浜小、かぶと山小
の児童 34 人がヒラメの稚魚約 1,000 匹を
一斉に放流。稚魚の成長と豊かな生態系
の実現を願いました。
　同大会は、海の資源や環境を守ること
の大切さについて理解を深めるとともに、
海の魅力を発信しようと、府と北部沿岸 3
市 1 町、関係団体で組織する実行委員会
が主催しているもので、沿岸市町で毎年
順番に開催されています。　綾部市から訪れたアユ釣り歴 55 年の由良源太郎さん

は「昨年は少し不漁だったので心配していたが、大ぶり
のものが 20 匹釣れた。野間のアユは味が良いので、食
べるのが楽しみ」と喜んでいました。
　また、弥栄町野中公民館では、毎年アユ釣り解禁日に
合わせて行っている「野間そばまつり」（野中区主催）が
開かれ、家族連れなどでにぎわいました。
　朝早くから、地域住民らが総出で準備をはじめ、600
食のそばやアユの塩焼きを販売。網野町から家族で訪れ
た安達元

もと

子
こ

さんは「野間そばは香りが強く、のどごしが
良い。清流の近くで食べられるのでいっそうおいしく感
じます」と笑顔で話していました。
　秋には、収穫したばかりの新そばが味わえる「野間新
そばまつり」が計画されています。

▶
植
栽
参
加
者
で
記
念
撮
影
（
丹
後
大
宮
駅

で
）

▲講師の和田さん（写真右）の質問に答える児童たち

▲絶好のポイントを狙い、生きのいいアユを釣り上
げる釣り人

▲20分の1マラソンに参加した小学生たち（スタート地点）

▶
ポ
イ
ン
ト
を
教
わ
り
な
が
ら
、
手
際
よ
く
調
理
す
る
参
加

者
た
ち

▲漁船に乗り込み、久美浜湾クルージングを楽しむ子どもたち

初
夏
の
碇
高
原
で
マ
ラ
ソ
ン
大
会

夏
休
み
を
前
に
非
行
防
止
教
室
開
催

子どもと一緒にランチクッキング
「男性の料理教室」で男女共同参画を推進

市の玄関口、丹後大宮駅で花植え
きれいな花で観光客をお迎え

峰 山 町

丹 後 町

野
間
川
で
待
望
の
ア
ユ
釣
り
解
禁

「
野
間
そ
ば
祭
り
」
も
同
日
開
催
７月１４日
弥 栄 町

6月30日
大 宮 町

7月7日

７月７日
網 野 町

7月18日

新
山
小
児
童
１
０
６
人
が
受
講

41
人
が
緑
を
楽
し
み
健
脚
競
う

丹
後
の
自
然
が
育
ん
だ“
海
の
魅
力
”
を
体
感

「
ふ
る
さ
と
海
づ
く
り
大
会
」
に
3
0
0
0
人
7月7日
久美浜町

122013.08
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今
か
ら
１
３
０
０
年
前
の
和

銅
６
年
（
７
１
３
年
）、
丹
後
国

は
丹
波
国
か
ら
分
か
れ
て
成
立

し
ま
し
た
。
大
和
朝
廷
は
地
方

統
治
の
単
位
で
あ
る
「
国
」
ご

と
に
国
府
を
定
め
、
中
央
か
ら

国
司
を
派
遣
し
て
、
徴
税
、
軍

事
、
治
安
維
持
に
当
た
ら
せ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
仏
教
文
化
が
全

国
に
波
及
し
た
時
代
で
も
あ
り
、

各
国
に
国
分
寺
が
建
立
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
丹
後
国
印
」
は
丹
後
国
府
の

公
式
な
認
定
・
承
認
な
ど
を
示
す

印
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
代
の
京
都
府
で
い
う
な
ら
ば
、

お
よ
そ
知
事
印
に
当
た
る
も
の
で

す
。

　
こ
の
度
、
丹
後
郷
土
資
料
館
と

と
も
に
活
動
し
て
き
た
「
丹
後
郷

土
資
料
館
友
の
会
」
が
、
発
足
40

周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、
丹
後

国
印
の
レ
プ
リ
カ
を
作
成
中
で
す

（
写
真
）。
丹
後
国
印
の
印
影
は
籠

神
社
海
部
氏
系
図
（
国
宝
）
な
ど

に
見
ら
れ
ま
す
が
、
実
物
は
残
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
ほ
か
の
古
代

銅
印
を
参
考
と
し
た
想
像
復
元
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
８
月
中
旬
以
降
、
丹
後
郷
土
資

料
館
で
来
館
記
念
ス
タ
ン
プ
と
し

て
「
丹
後
国
印
」
を
押
印
で
き
ま

す
。

　
同
資
料
館
は
、
丹
後
国
分
寺
跡

（
国
の
史
跡
）
を
敷
地
内
に
含
ん

で
お
り
、
天
橋
立
を
一
望
で
き
る

場
所
に
あ
り
ま
す
。「
丹
後
国
印
」

を
手
に
取
り
、
丹
後
国
分
寺
創
建

当
時
を
し
の
ば
せ
る
眺
望
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　
丹
後
郷
土
資
料
館

　
　
　
　
　
　
催
し
も
の
案
内

丹
後
郷
土
資
料
館
（
愛
称
：
ふ
る

さ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
丹
後
）
で
は
、

「
海
の
京
都
」
で
あ
る
京
都
北
部

地
域
の
歴
史
・
風
土
・
生
活
生
業

を
実
物
や
資
料
の
展
示
で
お
伝
え

し
て
い
ま
す
。

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
休 

館 

日

　
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

　
の
場
合
は
翌
日
）

■
入
館
料

　
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
９

月
29
日
ま
で
無
料

開
催
中
の
企
画
展

寄
り
来
る
鯨
‐
丹
後
・
伊
根
浦
の
捕
鯨
‐

　
　

          　
　

  （
〜
９
月
23
日
）

　
丹
後
で
も
鯨
漁
が
行
わ
れ

て
い
た
!!
捕
鯨
に
ま
つ
わ
る

漁
具
や
絵
図
な
ど
の
記
録
か

ら
、
丹
後
の
捕
鯨
の
特
徴
に

迫
り
ま
す
。　

　「
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
『
友
の
会
』」（
同
資
料
館
の
実
施
す
る
事
業
の

普
及
に
寄
与
し
、
会
員
の
教
養
・
文
化
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
す
る

団
体
）
が
、発
足
40
周
年
を
記
念
し
て
「
丹
後
国
印
」
の
レ
プ
リ
カ
を
作
成
し
ま
す
。

丹
後
郷
土
資
料
館
に
来
館
さ
れ
た
方
は
、
来
館
記
念
と
し
て
押
印
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　市では、今年度より市内すべての保育所・幼稚園の４歳及び５歳児を対象にフッ化物洗口を実施
し、地域社会全体で子どものむし歯予防につとめていきたいと考えています。今回は、むし歯効果
の高い“フッ化物洗口”について紹介します。

むし歯の原因は３つ
　むし歯の原因は、「細菌 (ミュースタンス菌 )」「糖
質」「歯の質」です。この３つの要素が重なると時
間の経過とともにむし歯が発生します。これらの要
素が重ならないよう、①歯磨きによって細菌を減ら
す　②むし歯の養分になる糖分を減らす　③フッ素
を上手に利用して歯の質を強くする　④歯が酸にさ
らされる時間を減らすことが大切です。

フッ素の３つの作用でむし歯予防
　フッ素を含む溶液を用いて、ブクブクうがいを行
い、歯のエナメル質表面にフッ化物を作用させる方
法です。フッ素は、①歯を強くする　②初期のむし
歯を修復する（再石灰化）③むし歯菌の繁殖を抑え
るという、３つの作用により、むし歯を予防します。

　
＊安全性について
　フッ素は、自然界に
広く存在し、身体にとっ
ても必要なものです。
投与量や使用方法が
正しければ、安全で、
人体に悪影響を及ぼすこ
とはありません。
　 週 一 回 法（ フッ 素 濃 度
900ppm）の場合は、洗口液５ｍｌ
に含まれるフッ素量は４．５ｍｇで、その
うち口に残る量は、０．５～０．75ｍｇです。
４、５歳児の急性中毒見込み量は４０ｍｇで、洗口液約
９杯分を飲み込んだ量に相当するため、一般的な使用で
急性・慢性中毒になる心配はありません。　

予防効果は市内小学校でも実証済
　小学校６年生の１人当たりのむし歯本数につい
て、フッ化物洗口実施校（吉原小学校・旧大宮第二
小学校）と未実校の平均値を比較したものが、下の
グラフです。実施校２校の１人当たりのむし歯本数
は、未実施校に比べ約半分でした。６年間、継続的
にフッ化物
洗口を行っ
たことによ
り、むし歯
の予防効果
が実証され
ています。

フッ化物洗口Ｑ＆Ａ

Ｑ１　ＷＨＯ（世界保健機関）は、６歳
未満のフッ化物洗口を禁忌している

と聞いたのですが。

Ａ　水道水や塩分などにフッ素を添加している
国では、フッ素の過剰摂取の可能性があるた

め禁止しています。日本では、日本口腔衛生学会の
調査により、低年齢児のフッ化物洗口の安全性が確
認されています。厚生労働省も、２００３年「フッ化
物洗口ガイドライン」において、フッ化物洗口は、急

性中毒・慢性中毒両面からも安全
であり、永久歯が生え始める４歳
から生え終わる１４歳までの期間
に実施することが、むし歯予防に
効果的であると示しています。

Ｑ２　フッ化物洗口と
フッ素入り歯磨き剤

及びフッ化物歯面塗布を併用
してもフッ素の過剰摂取になり
ませんか？

Ａ　過剰摂取になりませ
ん。引き続き使用して

も問題ありません。

★週１回、歯磨きした後、フッ化物洗口液５ｍｌ
を口に含み３０秒間ブクブクうがいをします。
★水でブクブクうがいの練習を十分に行い、上
手にブクブクうがいができ、飲み込まずに吐き
出せることを確認してから実施します。
★家庭で行う場合は、かかりつけ医にご相談ください。

フッ化物洗口の方法（週1回法）
保育所・幼稚園で行う
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ら
、
丹
後
の
捕
鯨
の
特
徴
に

迫
り
ま
す
。

迫
り
ま
す
。

京
都
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立
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友
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会
事
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２
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丹
後
郷
土
資
料
館
で
丹
後
国
印
を
押
そ
う
。

郷
土
資
料
館
友
の
会
が
40
周
年
記
念
に
レ
プ
リ
カ
を
作
成

京都府で取り組んでい
る市民生活にかかわる
事業などについて紹介
しています。

お問い合わせ・ご相談は、健康推進課（☎69-0350）

▲丹後国印のレプリカ（完成予想）

京都府では、丹後あじわいの郷を
核として、丹後の良質な「食」を広
く発信しています▲鯨雛形絵図面（伊根町亀島区所蔵）

Ｆax

フッ素でうがいしてむし歯を予防しよう
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▼
７
年
前
に
イ
タ
リ
ア
の
青
の
洞
窟
に

行
き
ま
し
た
。
表
紙
の
写
真
を
最
初
、

イ
タ
リ
ア
の
青
の
洞
窟
と
間
違
え
ま

し
た
が
丹
後
町
に
こ
ん
な
素
晴
ら
し

い
洞
窟
が
あ
る
の
か
と
感
動
し
ま
し

た
。
ぜ
ひ
、
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

【
峰
山
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
７
月
号
の
表
紙
青
の
洞
窟
（
丹
後
町
）

に
は
感
激
し
ま
し
た
。
丹
後
半
島
に

は
ま
だ
知
ら
な
い
美
し
い
自
然
が
あ

る
ん
だ
な
と
！「
と
び
ま
る
タ
ク
シ
ー
」

の
西
口
さ
ん
は
度
々
新
聞
に
掲
載
さ

れ
て
ま
し
た
。
丹
後
の
た
め
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
い
つ
の
日
か
乗
っ

て
み
た
い
で
す
ね
。

　
【
網
野
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
山
陰
縦
貫
・
超
高
速
鉄
道
の
整
備
も

い
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
京
都
縦
貫
↓

峰
山
↓
網
野
↓
久
美
浜
↓
豊
岡
↓
そ

し
て
鳥
取
へ
…
早
急
に
完
成
を
！

　
　
　
　
【
久
美
浜
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
世
界
一
の
長
寿
を
ま
っ
と
う
さ
れ
た
木

村
次
郎
衞
門
さ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
人
生

観
を
味
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
で
も
す
ば
ら
し
い
人
生
で
す
。

ま
た
、
家
族
の
方
々
も
大
変
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
世
界
一
の
長
寿
を
京
丹

後
市
に
残
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誇

り
に
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
【
久
美
浜
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
「
ま
ち
の
わ
だ
い
」
が
分
か
り
や
す

く
書
い
て
あ
る
の
で
良
く
分
か
り
ま

す
。
丹
後
町
に
も
青
の
洞
窟
が
あ
る

と
聞
き
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。
き

れ
い
な
色
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
【
峰
山
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
間
人
出
身
の
松
本
重
太
郎
翁
す
ご
い

人
で
す
ね
。
一
年
前
に
高
野
山
に
お
参

り
し
ま
し
た
が
、
松
本
重
太
郎
翁
の

お
墓
が
あ
る
と
は
知
ら
ず
見
の
が
し

て
し
ま
い
残
念
で
す
。

　
　
　
　
【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
今
か
ら
は
、
海
水
浴
や
水
遊
び
な
ど

が
多
く
な
り
、
毎
年
、
海
で
亡
く
な

る
方
が
お
ら
れ
て
残
念
に
思
い
ま
す
。

水
難
救
助
隊
の
皆
さ
ん
、
事
故
が
無

い
の
が
一
番
で
す
が
、
も
し
、
何
か
あ

れ
ば
救
助
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
【
大
宮
町
・
40
代
・
女
性
】

▼
青
少
年
剣
道
練
成
大
会
、
丹
後
で
初

の
快
挙
。
女
子
の
部
で
「
橘
至
誠
館
」

団
体
優
勝
！
剣
道
教
室
の
皆
さ
ん
に

拍
手
で
し
た
。
地
元
が
紹
介
さ
れ
る

の
は
う
れ
し
い
！

　
　
　
【
網
野
町
・
70
代
・
男
性
】

▼
こ
の
間
、孫
４
歳
（
12
月
25
日
生
ま
れ
）

が
、
マ
マ
に
「
今
度
の
僕
の
誕
生
日

に
赤
ち
ゃ
ん
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
」
と

お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。″
生
命
の
絆
〞

に
縁
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

【
網
野
町
・
50
代
・
女
性
】

在
住
外
国
籍
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
投
稿
い
た
だ
い
た

京
丹
後
市
へ
の
想
い
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
ま
す
。

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

（
久
美
浜
町
平
田
）

  

　
能
勢
　
侃す

な
お  

さ
ん （
88
）

【元特定郵便局長】

　昭和 54 年６月から７年間にわた
り、久美浜町神野郵便局長として、
職員教育や管理業務に尽力。局務成
績の向上および郵政事業の発展に寄
与し、その功績が評価されました。

高 齢 者 叙 勲
瑞宝双光章（郵政事業功労）

『
災
害
情
報
、
市
政
情
報
な
ど
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
やfacebook

（
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
）
を
使
っ
て
発
信
し
て
い
ま
す
』

▼
市
で
は
、災
害
情
報
、不
審
者
情
報
な
ど
、

急
を
要
す
る
情
報
に
加
え
、
市
政
情
報

（
会
議
の
結
果
、
入
札
結
果
、
さ
ま
ざ
ま

な
制
度
情
報
、
申
請
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

な
ど
）
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
信
し
て
い

ま
す
。

 

　
ま
た
、Ｔ
Ｖ
放
映
や
イ
ベ
ン
ト
の
告
知・

参
加
募
集
な
ど
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
っ

て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

 　

さ
ら
に
、
昨
年
８
月
か
ら
市
公
式

facebook

（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）
を
立

ち
上
げ
、
市
の
新
着
情
報
を
掲
載
す
る

と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
情
報
共

有
、
交
流
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

【
秘
書
広
報
広
聴
課
】

ご
意
見
箱
か
ら
声

み
ん
な
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
有
効
に
活
用
し

て
情
報
発
信
し
て
く
だ
さ
い

▼
一
般
市
民
に
公
表
す
る
べ
き
事
項
の
伝

達
方
法
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

も
っ
と
上
手
く
有
効
に
活
用
し
て
、
情
報

発
信
し
て
く
だ
さ
い
。

【
網
野
町
・
年
齢
未
記
入
・
男
性
】

▲３人の子どもたちと天女の里（峰山町）を訪れたエ
ルサさん（右端）

  

私
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
南
西
部
に
位
置
す
る
ラ

グ
ー
ナ
州
の
出
身
で
す
。
ラ
グ
ー
ナ
州
は
豊

か
な
自
然
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は

大
き
な
工
業
団
地
が
で
き
て
近
代
化
し
て
い
ま

す
。

　
５
年
前
、
峰
山
町
に
住
ん
で
い
る
妹
が
病
気

に
な
っ
て
し
ま
い
、
妹
の
子
ど
も
た
ち
を
世
話

す
る
た
め
、
初
め
て
京
丹
後
に
来
ま
し
た
。
そ

の
頃
、
前
の
主
人
と
死
別
し
て
い
た
私
は
、
妹

の
紹
介
で
今
の
主
人
と
知
り
合
い
ま
し
た
。
３

人
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
る
と
再
婚
は

で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
全
て
を
包

み
込
ん
で
く
れ
る
主
人
の
温
か
い
言
葉
で
一
緒

に
な
る
こ
と
を
決
意
。
３
年
前
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

か
ら
子
ど
も
た
ち
を
呼
び
寄
せ
て
、
一
緒
に
京

丹
後
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
こ
ち
ら
に
来
て
一
番
驚
い
た
の
は
、
教
育
が

充
実
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
当
時
、
日
本
語

が
理
解
で
き
な
い
３
人
の
子
ど
も
た
ち
が
、
う

ま
く
学
校
に
馴
染
め
て
い
る
か
心
配
だ
っ
た
私

は
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
帰
り
た
い
？
」
と
子
ど

も
た
ち
に
尋
ね
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
「
帰

り
た
く
な
い
。
学
校
が
楽
し
い
」
と
は
っ
き
り

答
え
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
が
嬉
し
く
て
泣
い
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
公
立
学

校
は
、
狭
い
教
室
で
行
う
座
学
ば
か
り
で
、
体

育
や
美
術
な
ど
の
授
業
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
苦
痛
で
し
か
な
か
っ
た
学
校
で
す
が
、
今
で

は
、
風
邪
を
ひ
い
て
も
行
き
た
い
と
い
う
ほ
ど

学
校
が
大
好
き
で
す
。

　

私
は
今
年
２
月
か
ら
介
護
ヘ
ル
パ
ー
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
同
僚
に
分
か
ら
な
い
言
葉

を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
母
国
の
親
に
し
て

あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
分
、
一
つ
一
つ
の
作
業
に

心
を
込
め
て
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
に
来
て
、
私
も
子
ど
も
た
ち
も
充

実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自

然
や
お
い
し
い
食
べ
物
が
あ
り
、
そ
し
て
何
よ

り
温
か
い
皆
さ
ん
が
居
る
京
丹
後
が
大
好
き

で
す
！

山中エルサさん（48)
峰山町荒山在住

（
弥
栄
町
和
田
野
）

  

　
萩は

ぎ
原わ

ら
　
祥よ

し
子こ  

さ
ん （
78
）

【行政相談委員】

　平成11年４月から現在までの14
年間の長きにわたり、行政相談委員
として、国などの行政に関する苦情
の解決に尽力。行政運営の改善に寄
与したことが評価されました。

全 国 行 政 相 談 委 員
連 合 協 議 会 会 長 表 彰

　昭和 54年のクラブ発足時から
現在までの 34年間の長きにわた
り、地域住民への献血啓発活動や
献血会場での処遇品の提供など、
献血推進に貢献。その功績が評価
されました。

第 49回献血運動推進全国大会
厚生労働大臣表彰

久
美
浜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん

久美浜ライオンズクラブ

ほ
ふ
く
救
出
の
部
で
優
勝

　
「
京
都
府
消
防
救
助
選
抜
会
」

（
府
消
防
長
会
主
催
）
が
７
月
２

日
、京
都
市
消
防
活
動
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
府
下
15
の
消
防
本

部
が
参
加
。
は
し
ご
や
ロ
ー
プ

な
ど
を
使
っ
た
救
助
訓
練
の
技

と
ス
ピ
ー
ド
を
競
い
合
い
ま
し

た
。

　

ほ
ふ
く
救
出
の
部
※
に
出
場

し
た
、
本
市
の
平
井
孝
直
消
防

士
長
、
山
本
篤あ

つ

生お

消
防
士
長
、

原
光ひ

ろ

海み

消
防
士
の
３
人
は
、
24

チ
ー
ム
の
中
か
ら
見
事
優
勝
。

府
の
代
表
に
選
出
さ
れ
、
８
月

22
日
、広
島
市
で
開
か
れ
る「
第

42
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大

会
」へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　
平
井
消
防
士
長
は
「
日
ご
ろ

の
訓
練
の
成
果
を
存
分
に
発
揮

し
、
全
国
で
も
優
勝
を
目
指
し

ま
す
」と
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

※
ほ
ふ
く
救
出
と
は
…
要
救
助

者
を
含
む
３
人
1
組
で
行
い
、

重
さ
約
10
㌔
の
空
気
呼
吸
器
を

装
着
し
た
一
人
が
、
長
さ
８
㍍

の
煙
道
内
を
検
索
。
要
救
助
者

を
発
見
し
、
屋
外
に
救
出
し
た

後
、
二
人
で
安
全
地
帯
ま
で
搬

送
す
る
訓
練
。　

▲呼吸を合わせて、ほふく
救出訓練を行う市消防本部
の３人

▲全国大会に向け健闘を誓った３人（右
から平井消防士長、原消防士、山本
消防士長）

市消防本部隊員が全国大会へ
京
都
府
消
防
救
助
選
抜
会

京丹後に想う Vol .10



生まれてきてくれてありがとう
　このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃん誕生の瞬間を喜ぶご
家族の姿を紹介します。ご応募いただいた全ての方を掲載して
います。どしどしご応募ください。
　詳しくは秘書広報広聴課「生命の絆」係まで  ☎ 69-0110

志
し

水
みず

 いち花
か

ちゃん（女の子）
6月生まれ・3,940㌘
母：千絵さん　父：真

まさ

樹
き

さん

（大宮町口大野）（峰山町長岡）

荒
あら
田
た
雄
ゆう
大
と
くん（男の子）

6月生まれ・3,040㌘
母：玉樹さん　父：大

だい

さん

青
あお

木
き

 璃
り

沙
さ

ちゃん（女の子）
6月生まれ・3,046㌘

母：麻里奈さん　父：一茂さん
（大宮町口大野）

岩
いわ

佐
さ

幸
ゆ

葵
き

子
こ

選手（峰山町四軒）

　２０１３年全国中学生少林寺拳法大会の京都
府選考会が 6月2日、京都市内で開かれ、本
市の滝野紗也さん、金森千怜さんペアが組

くみ
演
えん

武
ぶ
（女子）の部に出場。全国大会出場者として
選考され、同大会への切符を手にしました。
　金森さんは「指導してくれた人、応援してくれ
た人、仲間たちに感謝して、最高の演武をした
いと思います」、滝野さんは「全国大会出場は、
大きな目標でした。迫力ある演武をしたいです」
と全国大会へ向けて抱負を語りました。
　全国大会は、８月１7、18日の両日、香川県
丸亀市で行われます。

少林寺拳法

棒高跳び女子

金森千
ち

怜
さと

 さん
少林寺拳法京都峰山道院拳友会

峰山中3年
滝野紗

さ

也
や

 さん
少林寺拳法京都峰山道院拳友会

大宮中3年
▲全国大会に向け、得意技の上段
突きに磨きをかける後藤さん（右）

　第32回京都剛柔会空手道選手権大会が４月２１日、府
立山城総合運動公園で行われ、中学生女子の部(組手 )
に出場した後藤安香音さんが３位入賞。少年少女の部(組
手)では市内で初となる全国大会出場を決めました。
　後藤さんは、「３位入賞という結果はうれしかったけど、
試合では気が緩んだところを相手に攻め込まれてしまっ
た。全国では自分から積極的に攻めていきたい」と抱負
を語りました。
　全国大会は 7月 27、28日の両日、和歌山市で行われ
ます。

網
野
の
空
手
少
女
が
全
国
へ

「自分から積極的に攻めていく」

後藤安
あ

香
か

音
ね

 さん
修道館網野道場

空 手

網野中1年

京都高校新で優勝

　
府
立
宮
津
高
陸
上
部
に
所

属
す
る
岩
佐
幸
葵
子
選
手

（
３
年
）
が
６
月
２
日
、
西

京
極
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ

た
第
66
回
京
都
府
高
校
陸
上

対
抗
選
手
権
大
会
の
女
子
棒

高
跳
び
に
出
場
。
見
事
京
都

高
校
新
記
録
の
３
㍍
40
㌢
で

の
お
か
げ
で
、
緊
張
す
る
こ

と
な
く
試
合
を
楽
し
め
ま
し

た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
入
部
し
て
最
初
の
大
会
の

記
録
は
２
㍍
20
㌢
。
木
村
純

樹
教
諭
の
指
導
の
も
と
、
吊

り
輪
や
鉄
棒
を
使
っ
て
上
半

身
を
鍛
え
る
練
習
に
励
み
、

空
中
動
作
を
安
定
さ
せ
る
こ

と
で
、
記
録
を
伸
ば
し
て
き

ま
し
た
。
岩
佐
さ
ん
は
「
３

㍍
40
㌢
で
は
終
わ
り
ま
せ

ん
。
全
国
で
は
も
っ
と
上
を

目
指
し
ま
す
」
と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

「
３
㍍
40
㌢
を
跳
べ
た
瞬
間
、
喜
び
が
爆
発
し
た
」

▲ 3㍍ 40㌢に挑戦し、京都高校
新記録を樹立した岩佐さん（西京
極陸上競技場で）

優
勝
し
、
10
月
に
行
わ
れ

る
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
・
ユ
ー

ス
選
手
権
大
会
へ
の
出
場

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
応
援
に
駆

け
つ
け
た
家
族
や
卒
業
生
、

他
の
部
員
の
期
待
を
背
に

跳
躍
。
当
初
か
ら
の
目
標

だ
っ
た
京
都
高
校
記

録
を
塗
り
替
え
ま
し

た
。

　
岩
佐
さ
ん
は
「
跳

べ
た
瞬
間
、
喜
び
が

爆
発
し
て
、
思
わ
ず

雄
叫
び
を
あ
げ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
応
援

し
て
く
れ
た
み
ん
な

る
国
民
体
育
大
会
に
は
、
近
畿

の
代
表
選
手
と
し
て
５
人
の
メ

ン
バ
ー
が
出
場
し
ま
す
。

　
部
長
の
山
添
真ま

さ

志し

君
（
３
年
）

は
「
僕
自
身
、
初
め
て
の
全
国

大
会
で
は
緊
張
で
力
が
出
せ
な

か
っ
た
苦
い
経
験
が
あ
る
。
み

ん
な
で
声
を
掛
け
合
っ
て
緊
張

を
ほ
ぐ
し
、
練
習
ど
お
り
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
出
場
メ
ン
バ
ー
は

次
の
と
お
り
。

久美浜高カヌー部

▲全国大会へ向け、健闘を誓った久美浜高校カヌー部の選手たち

インターハイ・国体出場
　

府
立
久
美
浜
高
校
カ
ヌ
ー
部

の
選
手
た
ち
が
こ
の
ほ
ど
、
厳

し
い
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
２
つ

の
全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し

た
。

　

８
月
１
日
か
ら
４
日
間
、
大

分
県
で
行
わ
れ
る
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
）
に
は
、
京
都
府
の
代
表

選
手
と
し
て
12
人
が
出
場
。
ま

た
、
10
月
に
東
京
都
で
行
わ
れ

「
全
国
で
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
」

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

山
添
真
志
君
（
３
年
）、
嶋
貫
雄

太
君
（
３
年
）、
黒
田
尚ひ

さ

志し

君
、

西
垣
大だ

い

雅ち

君
（
３
年
）、
服は

っ

部と
り

友ゆ
う

哉や

君
、（
２
年
）、武た

け

野の

勇ゆ
う

大だ
い

君
（
２

年
）、中
村
知ち

江え

里り

さ
ん
（
２
年
）、

富と
み

川か
わ

琴こ
と

美み

さ
ん
（
２
年
）、
村
野

武
広
君
（
１
年
）、
山や

ま

﨑ざ
き

亮り
ょ
う

佑す
け

君

（
１
年
）、森
野
美み

桜お

さ
ん（
１
年
）、

橋
本
あ
り
ま
さ
ん
（
１
年
）

国
民
体
育
大
会

山
添
真
志
君
（
３
年
）、
嶋
貫
雄

太
君
（
３
年
）、服
部
友
哉
君
（
２

年
）、
村
野
武
広
君
（
１
年
）、
中

村
知
江
里
さ
ん
（
２
年
）

2013.0819 2013.08 18

少
林
寺
拳
法
組
演
武
で
全
国
大
会
出
場
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如
意
寺
は
、天て

ん

平ぴ
ょ
う

年ね
ん

間か
ん（
７
２
９

〜
７
４
９
年
）
に
行ぎ

ょ
う

基き

が
開
い

た
と
さ
れ
る
古
い
お
寺
で

す
。
応
永
34
（
１
４
２
７
）

年
に
火
事
で
焼
け
、
天
文
21

（
１
５
５
２
）
年
に
再
興
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

金
剛
力
士
像
は
、
本
年
６

月
号
（
仲
禅
寺
）
で
紹
介
し

ま
し
た
、
口
を
開
け
た
阿あ

形ぎ
ょ
う

と
、
口
を
閉
じ
た
吽う

ん

形ぎ
ょ
う

が
あ

り
、
お
寺
の
門
の
両
側
に
立

っ
て
い
ま
す
。

　
如
意
寺
の
金
剛
力
士
像
は
、

高
さ
２
３
７
㌢
㍍
あ
り
ま
す
。

力
強
い
動
き
が
見
え
る
姿
や

彫
刻
の
特
徴
か
ら
、
仲
禅
寺

の
像
よ
り
も
古
い
13
世
紀
に

作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
如
意
寺
の
金
剛
力

士
像
は
、
市
内
に
残
さ
れ
た

数
少
な
い
金
剛
力
士
像
の
中

で
、
最
も
古
い
も
の
の
ひ
と
つ

で
あ
る
点
が
評
価
さ
れ
、
平

成
13
年
３
月
30
日
付
で
久
美

浜
町
指
定
文
化
財
（
彫
刻
）

に
指
定
さ
れ
、
平
成
16
年
の

京
丹
後
市
発
足
に
伴
い
市
指
定
文

化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

（
文
化
財
保
護
課
）

京
丹
後
市
の
文
化
財 

88

如に
ょ

意い

寺じ

木
造
金
剛
力
士
像市内で最も古い金剛力士像

16

　

６
月
４
日
、
東
京
都
荒
川
区

の
西
川
区
長
さ
ん
が
中
心
に
な

り
茨
城
県
つ
く
ば
市
の
市
原
市

長
と
私
と
三
人
で
発
起
人
と
な

り
、
全
国
の
自
治
体
有
志
に
呼

び
か
け
て
、
全
国
52
の
自
治
体
に

よ
り「
幸
せ
リ
ー
グ
」

が
発
足
し
ま
し
た
。

　
行
政
と
し
て
、
産

業
や
雇
用
、
福
祉
や

教
育
、
医
療
や
イ
ン

フ
ラ
な
ど
思
索
を
進
め
る
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
自
体
と
て
も

大
切
な
課
題
だ
け
ど
も
、
課
題

が
相
互
に
関
わ
り
合
い
複
雑
化

し
て
い
る
だ
け
に
、
個
別
各
論
で

施
策
を
進
め
る
中
で
ひ
ょ
っ
と
し

て
本
来
見
失
っ
て
は
い
け
な
い
も

の
を
気
づ
か
な
い
う
ち
に
埋
没
さ

せ
て
し
ま
っ
て
い
な
い
か
、
た
え

ざ
る
検
証
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
抽
象
的
で
す
が
善

き
も
の
、
正
し
き
も
の
と
し
て
誰

し
も
が
願
う〝
人
や
社
会
の
幸
福
、

幸
せ
〞
と
い
う
普
遍
的
な
価
値
観

を
改
め
て
真
正
面
に
す
え
て
行
政

と
し
て
見
つ
め
直
し
て
み
る
こ
と

が
、一
見
遠
ま
わ
し
に
見
え
て
も
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
揺
る
が
ず

見
定
め
て
い
く
う
え
で
は
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
幸
福
は
、
日
常
生

活
の
中
で
生
活
と
と
も
に
あ
る
こ

と
を
想
え
ば
、
住
民
生
活
に
一
番

身
近
な
基
礎
自
治
体
・
市
町
村

が
幸
福
を
テ
ー
マ
に
行
政
を
考

え
る
意
義
は
と
て
も
大
き
い
と
思

い
ま
す
し
、
ど
の
自
治
体
に
と
っ

て
も
、
濃
淡
こ
そ
あ
れ
制
約
的

な
財
政
環
境
の
中
で
、
主
体
的
、

自
律
的
に
政
策
体
系
を
創
っ
て
い

く
こ
と
が
今
後
の
地
方
の
時
代
、

ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
中
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
の
特
色
を
活
か

し
た
〝
幸
福
の
中
心
軸
づ
く
り
〞

が
い
よ
い
よ
大
切
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

本
市
版
の
特
徴
と
し
て
ぜ
ひ

留
意
し
た
い
の
は
、
も
し
自
分
の

利
益
ば
か
り
を
考
え
る
、
つ
い
に

は
奪
い
合
う
、
こ
れ
で
は
当
面
は

満
足
す
る
こ
と
が
仮
に
あ
っ
て
も

安
定
的
な
幸
福
感
が
得
ら
れ
な
い

の
は
明
ら
か
で
す
。
と
し
た
と
き

に
、
こ
の
「
利
己
」
の
対
極
に
あ

る
の
が
「
利
他
」
の
価
値
観
と
す

れ
ば
、
幸
福
の
問
題
を
扱
う
上
で

「
利
他
」
と
幸
福
と
の
関
係
に
触

れ
る
こ
と
な
く
幸
福
観
の
全
体
を

語
り
き
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、市
民
総
幸
福
に
つ
い
て
、

誰
か
の
幸
福
が
犠
牲
に
な
っ
て
他

の
誰
か
の
幸
福
が
高
ま
る
と
い

う
形
は
も
と
よ
り
あ
る
べ
き
で
な

く
、
誰
も
が
置
き
去
り
に
さ
れ
る

こ
と
な
く
誰
も

が
幸
福
を
ま
す

ま
す
実
感
で
き

る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

　

幸
福
の
ま
ち
づ
く
り
を
明
確

な
目
標
と
す
る
全
国
的
な
取
り

組
み
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
。

同
時
に
幸
福
観
は
非
常
に
多
様

な
顔
を
持
つ
価
値
観
だ
け
に
、
行

政
も
手
探
り
状
態
で
あ
る
の
で
、

こ
の
リ
ー
グ
及
び
そ
の
発
展
を
通

じ
て
、
互
い
に
情
報
交
換
、
切
磋

琢
磨
、学
び
合
っ
て
、い
わ
ば
〝
行

政
の
幸
福
支
援
力
〞
の
伸
び
し

ろ
を
大
き
く
し
て
い
き
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

京
丹
後
市
長　
中
山　
泰

※
如
意
寺
金
剛
力
士
像
は
、

京
丹
後
市
史
資
料
編「
京
丹
後

市
の
美
術
」
27
㌻
に
詳
し
く
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
丹
後
建
国
１
３
０
０
年

の
節
目
を
迎
え
、
丹
後
地
域
で
さ

ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
が
展
開
さ
れ

ま
す
。
そ
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
海

の
京
都
・
丹
後
建
国
１
３
０
０
年

記
念
事
業
キ
ッ
ク
オ
フ
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
６
月
30
日
、
大
宮
町

の
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
第
１
部
で
は
、

丹
後
建
国
１
３
０
０
年
記
念
事
業

Ｐ
Ｒ
特
命
係
長
に
、
京
都
府
２
代

目
住
み
ま
す
芸
人
で
落
語
家
の
月

亭
太た

い

遊ゆ
う

さ
ん
が
任
命
さ
れ
、
そ
の

後
、「
丹
後
王
国
物
語
」
と
題
し
た

創
作
落
語
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
安
村
幸ゆ

き

夫お

日
本
郵
便
（
株
）

近
畿
支
社
長
か
ら
記
念
切
手
の
贈

呈
や
峰
山
高
校
３
年
の
平
岡
歩あ

ゆ
み

さ

ん
と
加
悦
谷
高
校
３
年
の
澤さ

わ

田だ

真ま

喜き

さ
ん
が
丹
後
の
将
来
や
自
身
の

夢
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
岡
西
府
副
知
事
や

中
山
市
長
、
古
代
史
研
究
家
の
伴

と
し
子
さ
ん
な
ど
が
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
登
壇
。
岡
西
府
知
事
は
、

「
京
都
縦
貫
自
動
車
道
が
全
面
開

通
す
る
２
０
１
５
年
度
が
観
光
振

興
の
チ
ャ
ン
ス
」、中
山
市
長
は
、「
丹

後
に
は
、日
本
や
世
界
に
誇
れ
る『
原

石
』
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
地
域
の
み

な
さ
ん
が
宝
を
再
発
見
し
、
磨
き
、

力
を
合
わ
せ
て
頑
張
る
こ
と
で
、
豊

か
な
未
来
を
創
る
」
な
ど
丹
後
地
域

の
将
来
に
向
け
た
取
り
組
み
の
必
要

性
や
丹
後
地
域
が
一
体
と
な
る
こ
と

の
重
要
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
結
び
に
、
参
加
自
治
体
の
長
が
そ

れ
ぞ
れ
抱
負
を
述
べ
、
み
ん
な
で
丹

後
地
域
を
盛
り
上
げ
る
宣
言
を
行
い

ま
し
た
。

丹後地域を盛り上げる宣言の様子

海
の
京
都
・
丹
後
建
国
１
３
０
０
年
記
念
事
業

　

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会
で
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動

の
普
及
を
推
進
す
る
た
め
、
兵
庫

県
立
人
と
自
然
の
博
物
館
（
三
田

市
）
と
共
催
で
「
ジ
オ
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
久
美
浜
湾
と
ゆ
か
り
の

あ
る
龍
伝
説
に
ち
な
ん
で
、「
龍
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
展
示
を
、
久
美

浜
町
の
豪
商
稲
葉
本
家
で
開
催
し

ま
す
。

　
丹
波
市
で
発
掘
さ
れ
た
植
物
食

恐
竜
「
丹
波
竜
」
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア

や
骨
レ
プ
リ
カ
、
骨
格
復
元
図
、

ア
ロ
サ
ウ
ル
ス
の
頭
部
レ
プ
リ
カ

な
ど
の
恐
竜
資
料
の
ほ
か
、
龍
に

関
係
す
る
昆
虫
や
植
物
も
展
示
し

ま
す
。 　  

豪
商
稲
葉
本
家
に

　
　  「
丹
波
竜
」
が
や
っ
て
く
る
！

　

あ
わ
せ
て
、
ジ
オ
パ
ー
ク
関

連
の
展
示
も
行
い
ま
す
。
夏
休

み
期
間
中
、
ぜ
ひ
ご
家
族
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

期
間
：
８
月
２
日
（
金
）

　
　
　
　

〜　
９
月
３
日
（
火
）

場
所
：
豪
商
稲
葉
本
家

　
　
　
（
☎
８
２
―
２
３
５
６
）

　
　
　
入
場
無
料
。
水
曜
定
休

（
久
美
浜
町
西
本
町
）再認定目指しジオパーク活動を推進

　
７
月
９
日
、
吉
本
興
業
大
阪
本

社
で
吉
本
興
業
と
の
連
携
の
一
貫

と
し
て
海
の
京
都
事
業
や
丹
後
建

国
１
３
０
０
年
記
念
事
業
な
ら
び

に
夏
の
誘
客
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
記
者

会
見
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
見
で
は
、京
丹
後
市・舞
鶴
市・

宮
津
市
・
伊
根
町
・
与
謝
野
町
の

観
光
協
会
長
ら
が
夏
の
一
押
し
情

報
を
紹
介
し
、
初
代
京
都
府
住
み

ま
す
芸
人
の
タ
ナ
か
ら
イ
ケ
ダ
さ

ん
や
月
亭
太
遊
さ
ん
も
一
緒
に
丹

後
地
域
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
６
月
30
日
開
催
の

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
丹
後
建
国

１
３
０
０
年
記
念
事
業
Ｐ
Ｒ
特
命

大
臣
に
任
命
さ
れ
た
、
今
い
く
よ
・

く
る
よ
さ
ん
に
任
命
書
と
た
す
き

を
授
与
し
ま
し
た
。

　

特
命
大
臣
に
就
任
し
た
、
今
い

く
よ
さ
ん
は
「
丹
後
は
思
い
出
が

い
っ
ぱ
い
。
う
れ
し
い
」。
く
る
よ

さ
ん
は
「
自
然
い
っ
ぱ
い
の
丹
後

を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

キックオフ！
！

今
い
く
よ
・
く
る
よ
さ
ん

　
　
　
　
　

 

Ｐ
Ｒ
特
命
大
臣
に
就
任
！

　
　
　
　

〜
こ
の
夏
み
ん
な
で
海
の
京
都
・
丹
後
に
来
た
ら
ど
や
さ
〜

丹
後
建
国
１
３
０
０
年

記
念
事
業

特命大臣に就任した今いくよ・
くるよさん

アロサウルスの頭部レプリカ

－　ジオキャラバン・特別プログラム　－
　８月10日（土）・11日（日）　　豪商稲葉本家
　恐竜骨格図を作ろう　　市観光振興課（☎69-0450）    500円
　簡単化石レプリカ作り　　不要　　100円
　デジタル紙芝居 ｢丹波の恐竜タンタンものがたり｣ ほか
 　　不要　　無料　※11日（日）のみ
　兵庫県立人と自然の博物館（☎079－559－2001）

  （
観
光
振
興
課
）

時

問

申

所

料申

料

申 料

誰
も
が
幸
福
を
ま
す
ま
す
実
感
で
き
る

　
ま
ち
づ
く
り
へ
！
「
幸
せ
リ
ー
グ
」
発
足

如意寺の金剛力士像（左から阿形・吽形、如意寺
所蔵）



8月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
7/
28 29 30 31 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

　和をもって良しとする江戸商人の心
構えとして身についていた“江戸しぐ
さ”。粋で素敵なしぐさは、お互いを気
遣う思いやりの心から生まれた。今、“江
戸しぐさ”が多くの学校で子どもたち
に教えられています。

　立
りっ

春
しゅん

・大
たい

暑
しょ

などの「二
に

十
じゅう

四
し

節
せっ

気
き

」
をもとに楽

たの

しく表
ひょう

現
げん

された富士山と短
たん

歌
か

。今まで見たことのない富士山に出
で

会
あ

える、子
こ

どもから大
おと

人
な

まで楽しめる
一
いっ

冊
さつ

です。

■ 宮川　優（みやがわ ゆう）
京丹後コミュ二ティ放送・局長。FMたん
ごメインパーソナリティー。朝の情報番組
「たんご・モーニング・サンド！」（7：００～８：
58）を担当。年間を通してイベントMC
や各ナレーションにも多数出演

　7月 7日の七夕は、私の思惑が外
れ、久々に星空が広がる夜でしたね。
地上の人々に見守られながら、「ひ
こ星」と「おり姫」は出逢ったこと
でしょう。
　さて、ここ京丹後にも地域の皆さ
んに守られ輝いているスターがある
のをご存知でしょうか？佐濃地区活
性化協議会の女性グループが運営し
ている「いこいサロン★スター」で
す。毎週水・金曜日、協議会の活動
拠点である久美浜機業センター内の
和室がサロンに変身！！サロンに
は、手作りのランチやカフェなどが
あり、頑張る女性たちを応援するか
のように、自然と人が集まって来て、
おしゃべりやレクレーションを楽し
んでいます。心地いいBGMを届け
てくれるレコードは近所の方から、

サロンを彩る絵画はグループの友人
から提供されたもの。テーブルのメ
ニューやランチョンマットは女性グ
ループの手作りです。ときにはかご
編み教室や歌声サロンも開催され、
佐濃地区の皆さんにとってスター的
存在のサロンです。もちろん佐濃地
区以外の方も大歓迎！「一度来てい
ただいたら気にいってもらえる場
所」とのこと。私宮川優も気に入っ
ちゃった一人です。手入れが行き届
いたガーデンや手作りの温かさ、サ
ロンにあふれる笑顔、全てが「よう

こそ！」と迎えてくれます。おそら
くその源は「楽しくてたまらない！」
という女性グループの皆さんの気持
ちの表れかと思います。ぜひ皆さん
も一度訪ねてみてください。詳しく
は佐濃地区活性化協議会（☎ 84ー
0820）まで！
　夏季限定のひんやりメニューもあ
りますが、優がオススメなのは手
作りケーキとホットコーヒー。心を
ホットにさせてくれるコーヒーカッ
プにご注目！！

たんご 遊優宮川優の 見聞録

　今月号の記事の中からクイズを出題します。全問正解者
の中から抽選で5人に図書カード500円分をプレゼント！

◆応募方法
はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）
②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報
紙の感想やイラスト、取り上げてほしいテーマなど
をご記入の上、秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙
を参照）。なお、お寄せいただいた感想やイラストは
広報紙に掲載することがあります。※⑥の項目も忘
れずにご記入ください。

◆応募締切
８月 15日（木）当日消印有効。当選者の発表は９月
号のこのコーナーで。

◆７月号の答え
問１…青　問２…重太郎　問３…月

◆７月号当選者
松本美佐子さん（峰山町）、大木敏正さん（大宮町）、
田中邦代さん（峰山町）、鴨田聡子さん（大宮町）、金
桝眞一さん（久美浜町）
応募総数25人、全員正解でした。たくさんのご応募ありがと
うございました。

問１ 「ビーチ一斉クリーン作戦」に○○○○人が参加
問２ 野間川で待望の○○釣り解禁
問３ ○○○でうがいしてむし歯を予防

広報クイズ 京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

▲

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
記
念

撮
影
す
る
留
学
生
た
ち

今月のおすすめ

nav i nav inav inav inav i nav inav i

図書館だより
◆開館時間／ 10時～ 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　※８月 28日までは 9時会館　毎週月曜・毎月 1日は休館日

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

いこいサロンで心をホットに

外国人留学生40人がホームステイ

                       　　　　
京丹後市からのお知らせ　

　月～金　7：53～7：58、13：00～13：05、16：54～16：59

市政情報番組 FMたんご FM79.4㎒ Check

　

市
国
際
交
流
協
会

は
、
７
月
６
、７
日
の

両
日
、
府
国
際
セ
ン

タ
ー
と
共
催
で
、
京

都
市
内
の
大
学
な
ど

に
通
う
留
学
生
が
、

市
内
の
家
庭
で
日
本

文
化
を
体
験
す
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
&
フ
ィ
ー
ル
ド
ト

リ
ッ
プ
in
丹
後
を
行
い
ま
し
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
台
湾
な
ど
15
の

国
か
ら
参
加
し
た
留
学
生
40
人
は
、
市
内
の
家
庭

に
宿
泊
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。
留
学
生
は「
日
本
の
家
庭
の
雰
囲
気
や
日

常
生
活
、
家
庭
料
理
な
ど
を
知
り
ま
し
た
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
優
し
さ
を
心
か
ら
感
じ
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

をもとに
歌
会
一
いっ

　峰山地域公民館で 6月28日、各地で絵本に関す
る講演を行っている花田睦

むつ

子
こ

さんを迎え、「絵本読み
聞かせ基礎講座」（峰山読み聞かせ推進活動実行委
員会主催）を開催しました。
　「絵本ってこんなにおもしろい」をテーマに行われた
講演では、花田さんが絵本を手にとり、読み聞かせを
実践。「失敗を恐れず、自分らしい読み聞かせをする

ことが大切です」と呼
び掛けました。
　参加者からは「読み
聞かせに対する迷いが
消えた」「これから安
心して読み聞かせでき
る」といった感想が寄
せられました。

▲絵本の魅力について講演
する花田さん

「失敗を恐れず、自分らしい読み聞かせを」

　

京都府丹後文化会館

9/7（土）

 

 京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）

入場
無料

NHKラジオ公開録音

主催／ NHK京都放送局・京丹後市・（公財）京都
府丹後文化事業団

民謡をたずねて

 開演 13：30 （開場 13：00）

インフォメーション 市職員人事異動

新規採用 ［7月1日付 ]

久美浜病院診療部
整形外科　医長　西久保　芳樹

「子ども読書本しおりコンテスト」
入賞作品を展示しています

　京都府が募集した「第1回子ども読書本のしおりコン
テスト」の入賞作品を展示しています。
　市内の子どもたちの作品も展示していますので、ぜひ
ご覧ください。今後の展示期間、場所は次のとおり。
○7月25日（木）～30日（火）峰山地域公民館
○ 8月2日（金）～6日（火）大宮地域公民館

▲カラフルなしおりが並ぶ展示コーナー

日本を代表する民謡歌手が、地元をは
じめ全国各地の民謡の魅力をたっぷり
と紹介する番組です。

観覧申し込み
郵便往復はがきに以下を記入の上、お申し込みください。
【往信用裏面】
①郵便番号　②住所　③名前　④電話番号
【返信用表面】　
①郵便番号　②住所　③名前
（あて先）
〒627-0012
京丹後市峰山町杉谷1030番地
京都府丹後文化会館「民謡をたずねて」係
（締め切り）
８月16日（金）必着
※応募多数の場合は、抽選の上、入場整理券（１枚で２
人入場可）を送付します。
※１歳以上のお子さんから入場整理券が必要です。

出　演
唄 /斉藤京子、加賀山昭、木谷有里、中西奈津子、福士あきみ
三味線 /本條秀太郎、本條秀慈郎
津軽三味線 /福士豊秋　尺八・笛 /米谷智
鳴物 /鼓友緑美代、鼓友緑佳
はやし詞 /新津幸子、新津美恵子

京都府丹後文化会館 ☎ 62-5200

▲ホストファミリーの子どもた
ちと一緒に夕食を楽しむ留学生

■富
ふ

士
じ

山
さん

うたごよみ 俵　万智／著
U・G・サトー／絵 

福音館書店

■思いやりの心、江戸しぐさ 越川禮子／監修
池田葉子／編集・絵

祥伝社

おわびと訂正
　7月号12㌻の「丹後ゆかりの弦楽器
で名曲を披露」の記事で、演奏者がゲオ
ルギア弦楽四十

・
奏団となっていましたが、

正しくはゲオルギア弦楽四重
・
奏団です。

おわびして訂正します。

2223 2013.08 2013.08
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▼
い
よ
い
よ
夏
休
み
で
す
ね
。
子

ど
も
達
に
と
っ
て
は
、
友
達
と
遊

ん
だ
り
、
勉
強
し
た
り
、
家
族
で

出
か
け
た
り
…
と
、
多
く
の
社
会

体
験
や
思
い
出
が
で
き
る
い
い
機

会
で
す
▼
私
は
、
小
学
生
の
こ
ろ

家
族
で
行
っ
た
博
物
館
が
イ
ン
パ

ク
ト
強
か
っ
た
で
す
ね
。
恐
竜
の

化
石
が
た
く
さ
ん
展
示
し
て
あ
っ

て
、
そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
土
産
物
売

り
場
で
祖
父
に
買
っ
て
も
ら
っ
た

「
５
０
０
０
万
年
前
の
サ
メ
の
歯
」

で
、
そ
の
鋭
さ
を
調
べ
よ
う
と
厚

紙
や
消
し
ゴ
ム
を
切
っ
て
実
験
し

た
の
も
い
い
思
い
出
で
す
▼
そ
ん

な
小
さ
な
体
験
で
も
、
一
生
忘
れ
る

こ
と
の
な
い
大
き
な
財
産
。
私
た

ち
の
子
ど
も
に
も
、
そ
う
し
た
思

い
出
を
作
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
▼

今
回
の
特
集
は
、
ズ
バ
リ
社
会
見

学
・
体
験
特
集
！
掲
載
で
き
な
か
っ

た
施
設
も
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
▼
み
ん
な
で
、
新
た
な
丹

後
を
発
見
し
た
り
体
験
し
た
り
し

て
、
最
高
の
夏
休
み
を
!!
／
遼

男　 28,639人 （－26）
女　 30,828人 （－　4）
計 　59,467人 （－30）
世帯数 22,587世帯 （+11）
７月1日現在、カッコ内は前月比。住

民基本台帳（外国人含む）による。

人口・世帯数

☎
0772-69-0110  

0772-69-0901
http://w

w
w
.city.kyotango.lg.jp

hishokoho@
city.kyotango.lg.jp

2013.08　
vol.113
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サ
ー
フ
ィ
ン
と
と
も
に
　
　

豊
か
な
海
を
楽
し
み
守
る

　
夏
本
番
を
迎
え
、
本
格
的
な
海
の
シ
ー
ズ
ン
が
到

来
し
た
。
海
水
浴
や
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
を
楽
し
む
人
で

賑
わ
い
を
み
せ
る
浜
辺
。
今
回
紹
介
す
る
守
山
倫
明

さ
ん
（
54
）
も
、
サ
ー
フ
ィ
ン
を
通
し
て
海
を
満
喫

し
て
い
る
。
サ
ー
フ
ァ
ー
の
視
点
か
ら
海
に
つ

い
て
話
を
伺
っ
た
。 

             

♦　
　
♦　
　
♦

　
サ
ー
フ
ィ
ン
を
始
め
た
の
は
高
校
３
年
の
夏
。

大
阪
か
ら
来
た
、
ヒ
ッ
ピ
ー
風
の
お
兄
さ
ん
に

教
わ
り
、
初
め
て
波
を
体
感
。
そ
の
面
白
さ
に

心
を
奪
わ
れ
た
。

　
高
校
卒
業
後
、
神
戸
市
の
専
門
学
校
に
進
学
。「
進

学
は
、
都
会
へ
の
憧
れ
と
丹
後
か
ら
離
れ
る
き
っ
か
け

だ
っ
た
」
と
苦
笑
す
る
守
山
さ
ん
。
学
校
に
通
い
な
が

ら
、
サ
ー
フ
ィ
ン
を
続
け
、
四
国
や
和
歌
山
と
い
っ
た

太
平
洋
側
の
波
で
技
を
磨
い
た
。

　
２
年
後
、
父
親
の
病
気
を
機
に
帰
郷
し
実
家
の
旅
館

を
継
承
。「（
帰
郷
は
）
予
定
外
だ
っ
た
が
、
サ
ー
フ
ィ

ン
も
で
き
る
し
え
え
か
ぐ
ら
い
の
ノ
リ
だ
っ
た
」
と
当

時
を
振
り
返
る
。
休
日
は
も
ち
ろ
ん
、
仕
事
の
合
間
を

見
つ
け
、
近
く
の
八
丁
浜
に
通
い
続
け
た
。「
サ
ー
フ
ィ

ン
は
自
然
と
の
対
話
」
と
守
山
さ
ん
。
続
け
て
「
自
然

相
手
な
の
で
、
風
の
強
さ
、
潮
の
流
れ
、
波
の
高
さ
な

ど
、
条
件
が
毎
回
違
う
た
め
、
正
解
が
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
、
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
の
ラ
イ
ン
で
波
に
乗
れ
た
と

き
は
最
高
」
と
そ
の
魅
力
を
語
っ
た
。
サ
ー
フ
ィ
ン
と

海
は
、
守
山
さ
ん
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ

て
い
っ
た
。

　
「
海
は
家
族
の
よ
う
な
も
の
。
誰
で
も
大
切
に
し
て

い
る
も
の
を
汚
さ
れ
た
く
な
い
し
、
守
り
た
い
と
思
う

で
し
ょ
」
と
守
山
さ
ん
。

　
そ
ん
な
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
「
は
だ
し
の
コ
ン

サ
ー
ト
」
だ
。
拾
っ
た
ご
み
が
入
場
券
と
な
る
ユ
ニ
ー

ク
な
催
事
で
、
１
９
９
４
年
か
ら
続
く
京
丹
後
を
代
表

す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　
１
９
９
７
年
、
あ
の
事
件
が
起
き
た
。
ロ
シ
ア
船
ナ

ホ
ト
カ
号
の
タ
ン
カ
衝
突
に
よ
る
重
油
流
失
事
故
だ
。

〝
海
が
危
な
い
〞
と
い
ち
早
く
「
丹
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
」
を
設
立
。
友
人
や
地
元
区
、
役
場
に
重
油
の

回
収
作
業
を
要
請
し
、
陣
頭
指
揮
を
と
っ
た
。〝
海
を

守
り
た
い
〞
と
い
う
使
命
感
と
日
頃
か
ら
抱
い
て
い
る

危
機
感
が
素
早
い
行
動
に
移
し
た
。

　
さ
ら
に
、
全
国
有
数
の
鳴
き
砂
の
浜
を
守
ろ
う
と
、

琴
引
浜
で
は
禁
煙
と
す
る
よ
う
網
野
町
に
働
き
か
け
、

世
界
で
初
め
て
の
禁
煙
ビ
ー
チ
が
誕
生
し
た
。

　
「
海
が
き
れ
い
な
と
こ
ろ
で
生
ま
れ
た
か
ら
に
は
、

そ
れ
を
守
る
こ
と
は
当
然
の
責
務
。
未
来
の
子
ど
も
た

ち
に
汚
れ
た
ま
ま
引
き
継
ぐ
訳
に
は
い
か
な
い
。
こ
の

こ
と
を
大
勢
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
み
ん
な
で
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
駄
目
」
と
話
す
。

　
人
一
倍
海
を
楽
し
み
、
一
方
で
危
機
感
を
持
ち
、
保

全
活
動
を
実
践
す
る
守
山
さ
ん
を
慕
う
仲
間
も
多
い
。

現
在
は
、
市
内
外
問
わ
ず
多
く
の
サ
ー
フ
ァ
ー
で
組
織

す
る
ソ
ル
ジ
ャ
ー
ブ
ル
ー
の
代
表
を
務
め
、
サ
ー
フ
ィ

ン
大
会
や
浜
辺
の
清
掃
活
動
を
行
う
な
ど
活
躍
を
続
け

て
い
る
。
そ
ん
な
守
山
さ
ん
に
逢
う
の
が
楽
し
み
で
丹

後
に
訪
れ
る
フ
ァ
ン
も
多
い
と
か
…
。

「
サ
ー
フ
ィ
ン
を
誰
も
が
好
き
に
な
る
訳
で
は
な
い
が
、

サ
ー
フ
ィ
ン
を
通
じ
て
い
ろ
ん
な
も
の
を
得
た
。
仲
間
、

そ
し
て
も
の
を
大
切
に
し
愛
す
る
心
な
ど
。
こ
れ
か
ら
も

サ
ー
フ
ィ
ン
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
き
た
い
―
」

サ
ー
フ
ィ
ン
と
海

に
つ
い
て
思
い
を

語
る
守
山
さ
ん

守
も り

山
や ま

　倫
み ち

明
あ き

さん（54）　　　　　　　　
　網野町網野

ソルジャーブルー代表

熱中症に注意！！ こまめに水分補給をしましょう
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